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抄録: “人は血管とともに老いる”とよく言われるが、

加齢とともに動脈硬化は進行し、個体・臓器・組織の

老化を促進する。種々の生活習慣病は動脈硬化を

加速し、心筋梗塞や脳卒中といった全身性血管病の

リスクを飛躍的に高める。したがって、血管の健康を

維持することは、健康寿命の延伸のために必須であ

る。一方、歯周病も生活習慣病としての側面を持ち、

加齢がその発症と進行に関与している可能性がある。

特に、動脈硬化は歯周組織の再生力を低下させる
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41:148-156, 2006; Inomata M et al. Microbes Infect 9: 1500-1506, 2007; Kanno Y et al. 
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とともに、歯周病菌に対する抵抗力を減弱させる。糖尿病、高血圧などの生活習慣病は血
管を強く障害する。さらに、歯周病細菌は 血管炎を惹起するとともに血栓傾向を高める。

歯周病は、まさに血管を病の座とする血管病である。

　本セミナーでは、老化と疾病の関係、特に歯周病との関係を血管生物学的、細菌学的、
免疫学的観点から総合的に吟味し、“よく老いる”ための口腔と血管の健康の考え方につ

いて解説したい。


